
 

「共に生きる」 
副校長 秋本 友美  

「青山特支のみんなの発表がすごかったから僕も学習発表会をがんばろうと思った」 

【青山祭校内発表:小学部 1 年生の舞台鑑賞後の港区立青山小学校の児童】 
「青山中学校にいた頃、青山特支で交流をしました。一緒にボッチャをしたことを 

覚えています」    【特別支 Co による出前授業:事前レクチャー後の都立青山高等学校の生徒】 

「名札には自己紹介に書いてあった好きな食べ物を描いた方が、分かりやすいんじゃ

ないかな」  【中学部１年:ボッチャ交流に向けた名札の準備にあたった、港区立青山中学校の生徒】 
「〇〇ちゃんは絵本が好きだから、お勧めの本を紹介したい。読んであげたら自分た

ちも楽しい」    【副籍交流『なかよし会』に向けた学級会:での目黒区立五本木小学校の児童】 

御紹介したのは、青山特支の児童・生徒たちとの様々な関わりの中で届いた、地域

に在住する児童・生徒たちの声です。ほんの一部です。 
「共生社会の実現」の仕掛け（「副籍制度・交流及び共同学習」等）は大人【学

校・地域・行政】かもしれませんが、子供たちが受けた影響、心の動きが真髄です。

ともすれば、行き違いや相違等、いい影響だけではないのも事実です。でもこれは、

日常でも大人同士でもあり得ることです。 
障害のあるなしではなく、「相手を思いやる」「相手を尊重する」そして、五本木小

学校での声のように「自分も楽しい」から「相手と共にこのことをしたい」との「自

然の流れ」が、「共に生きる」根幹と私は考えます。 
物事を推し進めるのに大切なのは、「いきなり」とか「一方的（片思い）」ではなく、

❶思いを共有する❷共有したことを実現するための手だての出し合いやポジティブな 
探り合い❸導き出した手立てを共有する、といったプロセスを踏むことです。 
副籍や交流計画立案も然り。大人同士、日常でのコミュニケーションも然り。「相

手の状況を鑑みた、（相手の）思いを共有する」このプロセスにより、「お互いを大切

にする」関わり合い→心の動き→共に生きることが自然にできる。青山特別支援学校

が、そこで学ぶ児童・生徒たちの存在意義を共有できる、コミュニティであり続けた

いと思う 
所以です。 

 
 
 
最後に地域【本校の応援団】の御紹介です。「どのようなことが一緒にできますか。」

から始まった取組❶❷【紹介済】さらに、「青山での（読書を通じた）学び」を後押し

してくれる篤志家の方からの本の寄贈❸。改めて感謝申し上げます。 

はなみずき  

❷赤坂図書館共同作品 

❶わくわくスクエア看板作成 ❸篤志家からの寄贈図書 



 

 

 
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

令和６年度 ２月予定表 都立青山特別支援学校 
 

 

【お知らせ】 

〇スクールバス乗車届（３月分）提出締め切りは、２月２０日（木）です。 

〇先日、安心でんしょばとでお知らせしたとおり、おう吐や発熱が増えています。心配なことがある場合は 

 学校に御連絡ください。 

 

日 曜 予定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 日 曜 予定 給食 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 

1 土    16 日    

2 日    17 月  ○ 14:05/15:40 

3 月 避難訓練 〇 14:05/15:40 18 火  ○ 14:05/15:40 

4 火  〇 14:05/15:40 19 水 健康相談 ○ 14:05 

5 水  〇 14:05 20 木 マラソンの日（小４、５、６、中） ○ 14:05/15:40 

6 木  〇 14:05/15:40 21 金  ○ 14:05/15:40 

7 金  〇 14:05/15:40 22 土    

8 土 土曜参観日 〇 14:05/15:40 23 日 天皇誕生日   

9 日    24 月 振替休日   

10 月 振替休業日   25 火 個別面談（始） ○ 14:05 

11 火 建国記念の日   26 水  ○ 14:05 

12 水 学校運営連絡協議会 〇 14:05 27 木  ○ 14:05 

13 木 小学部・中学部一日入学 ✖ 11:30 28 金  ○ 14:05 

14 金 
馬とのふれあい（小２，３） 

いきいきプラザ交流（中２） 
○ 14:05/15:40   

 
  

15 土         

 

青山人権週間２/７（金）～２/13（木） 

２月のテーマ「困ったら先生に伝えよう」 

本校では、目的が分かりやすいよう、いじめに関する調査の名称を「お互いを大切にするアンケート」と変更し、 

年間３回実施（６月、１１月、２月）してきました。ここでは、取り組みに関連する内容をお知らせします。 

アンケートの取り方  
タブレット端末を操作して入力し、回答は forms 上

で集約、分析しました。児童生徒が自分で入力した
り、アンケートのやりとりの中で児童生徒の発言や表
情、日常の様子から教員がくみとって回答したりします。 
目的の再確認 

２月に第 3 回目の「お互いを大切にするアンケート」
を実施します。今後も、「アンケートをとること」を目的と
するのではなく、SOS を発信する力の育成や、「お互
いを大切にする」力を付けること、関係性を築くこと等
をねらいとして取り組んでいきます。 

保護者との連携について  
お互いを大切にするアンケート分析結果は、教員間で

の共有のみならず、保護者にもお知らせしています。 
家庭でも学校でも、相談できる大人を増やしていくた

めに、アンケート内容を共有し、互いに連携した取り組み
をするために学校 HP の保護者専用ページに２月８日
より掲載しますので、詳細はそちらを御覧ください。 

学校サポートチーム、学校運営連絡協議会との連携  
アンケートの分析結果は、関係者や専門家を招へい

した上記組織でも報告・共有します。アンケートに入れて
ある表情絵の工夫などで、問われている意味が、より分
かりやすくするとよい等を助言としていただきました。 

令和６年度「お互いを大切にするアンケート」の取り組み 


